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名
度
や
好
感
度
の
向
上
、
首
都
圏
か
ら

の
観
光
誘
客
の
増
加
な
ど
に
寄
与
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

②
フ
ェ
ー
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
ー
ス
の
機

微
に
触
れ
た
情
報
の
入
手
や
調
整
は
、

本
市
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
連
携
中

枢
都
市
圏
構
想
に
お
い
て
、
備
後
圏
域

が
全
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
り
得

た
の
も
、
関
係
省
庁
か
ら
の
情
報
収
集

や
省
庁
と
の
事
前
調
整
等
に
お
い
て
、

東
京
事
務
所
が
機
能
を
発
揮
し
た
成
果

で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

答

①
昭
和
45
年
の
開
設
以
来
、
中

央
省
庁
等
に
対
す
る
提
言
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
市
政
に
関
す
る
必
要
な

事
項
の
情
報
収
集
や
個
別
政
策
案
件
に

関
す
る
連
絡
調
整
の
窓
口
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、
近
年
は
都
市
宣
伝
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
も
積
極
的
に
展

開
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
本
市
の
知

福
山
市
東
京
事
務
所
は

問

①
役
割
や
目
的
を
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
の
か
。

②
東
京
事
務
所
の
存
在
意
義
は
。

問

公
共
施
設
等
に
係
る
資
料
や

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
元
管
理

は
。

タ
を
一
元
的
に
活
用
し
、
公
共
施
設
等

の
計
画
的
な
再
整
備
に
取
り
組
む
。

答

こ
れ
ま
で
も
公
共
施
設
の
建
築

年
数
、
施
設
の
利
用
状
況
な
ど
公
共
施

設
全
般
に
関
わ
る
情
報
を
活
用
す
る
中

で
、
整
備
計
画
等
を
策
定
し
て
き
た
。

　
現
在
、
資
産
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
取
得
費
用
等
の
情
報
を
取
り
入
れ

た
固
定
資
産
台
帳
を
整
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
デ
ー

公
共
施
設
等
サ
ー
ビ
ス

再
構
築
基
本
方
針
に
つ
い
て

新
た
な
中
小
企
業
支
援
拠
点

（
仮
称
）
ｆ

※
 

ｕフ

ク
ｋ
ｕ

－

Ｂビ

ズ
ｉ
ｚ
と
は

稲
葉
誠
一
郎

査
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
に
優
れ
た
専
門
家
を

配
置
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
戦
略
的
な
販

売
方
法
や
販
路
開
拓
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
、
売
り
上
げ
向
上
や
創
業
支
援

に
よ
る
「
稼
ぐ
力
」
に
重
点
を
置
い
た

相
談
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
金
融
機
関

へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
フ
ク
ビ
ズ
の

知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
産
業
施
策
へ
と
展

開
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

②
全
国
公
募
で
優
れ
た
人
材
を
採
用
し

中
小
企
業
支
援
で
全
国
的
に
評
価
の
高

い
富
士
市
の
「
エ
フ
ビ
ズ
」
で
の
長
期

研
修
を
行
う
。
エ
フ
ピ
コ
Ｒ
ｉ
Ｍ
１
階

で
12
月
か
ら
相
談
事
業
を
開
始
す
る
予

定
。

誠　
勇　
会

答

①
中
小
企
業
が
経
営
基
盤
の
強

化
に
注
力
す
る
分
野
と
し
て「
営
業
力・

販
売
力
の
強
化
」
が
圧
倒
的
に
多
い
調

問

①
事
業
の
具
体
と
展
開
は
。

②
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

次
期
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
本
計
画
の
策
定
は

評
価
の
中
で
明
ら
か
と
な
る
成
果
や
課

題
を
踏
ま
え
て
素
案
を
作
成
し
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
の
開
催
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、
次
期
計
画
の
策
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
全
て
の

市
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
豊
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス

ポ
ー
ツ
人
口
の
裾
野
の
拡
大
や
競
技
力

の
向
上
な
ど
、
市
民
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

学
校
、
民
間
企
業
な
ど
、
多
様
な
主
体

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
る
。

答

評
価
に
当
た
り
、
市
民
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
数

値
目
標
の
達
成
状
況
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
を
評
価
分
析
す
る
。

　

ま
た
、
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
ス

ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
や
、
最
終

問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
は

平
成
19
年
に
策
定
さ
れ
、
平
成
28
年

度
に
は
最
終
評
価
を
行
う
と
さ
れ
て

い
る
。
最
終
年
度
に
向
け
て
の
対
応

と
、
今
後
の
思
い
は
。

※�まつながカープヂェー（P.6） ： 誰もが住みやすい多文化共生のまちづくりを目的として、2009年度（平成21年度）から
実施している。開催にあたりイベントの名称を募集したところ、日系ブラジル人の青年からラテン語で「今日一日を有意
義にすごそう」という意味のカープヂェー（Carpe Diem）という提案をいただき、まつながカープヂェーとしたもの。


